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◆昨今の経営環境の状況を踏まえ、中期経営計画を策定されたそうですが、その背景と要旨
についてお聞かせください。 

　ご周知のように、燃料や資材価格等の企業収益を圧迫する変動要因が、当業界の恒常的な
課題にあり、併せて新設住宅着工戸数の将来動向を踏まえますと、国内市場はさらなる縮
小化、寡占化が進むものと予測しております。 
　当社におきましては、今後の市況変動に対応するため、「新たな拡大と挑戦」を軸としながら、
第４１期～第４３期における中期経営計画（��� ����）を策定いたしました。 
　1生産性や燃費の向上を中心とするコスト構造の改善、2供給力・営業力の強化を前提
とした販売体制と流通網の拡大、3リフォーム分野等の新規市場開拓・屋根資材や瓦廃材
を利用したリサイクル事業を含む周辺分野進出・海外市場進出等の新たな展開を重点に 
置き、ステークホルダーの方々に納得いただけるよう、先進的かつ積極的な業容拡大を進 
めてまいりたいと考えております。 

◆第４０期で話題となった事柄についての思いをお聞かせください。 

1阿久比工場第３ラインの完成について 
　新ラインの稼動により、待ち望まれた供給体制の強化を図ることができました。「品揃え」
は、当社が今後も維持すべき最重要項目の一つであると考えております。さらに、新しく 
盛り込んだ燃費削減対策が、全社的なコスト構造の改善につなげるための起爆剤となるこ
とも期待しております。 
2丸福支店の開設と、株式会社アメックス協販との業務提携について 
　流通拠点の拡大や、枠を越えた産地間協力という新しい動きは、市場の活性化とともに、
伝統産業における新たな可能性の模索と業界の発展を促すための重要な第一歩であると考
えております。 

◆株式会社鶴弥の企業価値についてどのような考えをおもちですか。 

　当社は、住宅に対する市場の洋風化と安全意識の高まりから、防災機能を備えたF形瓦
の需要拡大を予知し、平成７年４月に本社工場、西尾工場、衣浦工場に続く生産拠点を創
るべく、愛知県知多郡に約７万６千gの阿久比工場用地を購入し、瓦の需要動向を確認しなが 
ら、この地に工場建設を段階的に実施してまいりました。その結果、一時的に有利子負 

－１－ 

経営に関するＱ＆Ａ 

代表取締役社長 

＜経営理念＞ 
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－２－ 

屋根材別シェア 
…粘土瓦の採用増加 

－屋根材業界・粘土瓦業界・当社販売シェアの動向－ 

※資料　日本屋根経済新聞 
※各統計期間は1月～12月 

債依存率を高めておりますが、今後、阿久比工場のF形瓦の生産体制を確立し、その販 
売強化に努め、持続的な業績向上と資本構成の是正を図っていきたいと思っております。 
　従いまして、当社は、阿久比工場第３ラインの新設等の資金調達手段として、昨期７０万株（調
達額６３７百万円）、今期８０万株（調達額６５３百万円）の一般公募増資をさせていただき、
かつ、長期借入金の返済促進を図り、資本構成の是正に努めてまいりました。 
　今後、当社は、寡占化の進む瓦業界において生き残るために、瓦の需要動向を先見し、
積極的かつ有効的な生産設備の新設又は更新を実施するとともに、有利子負債の低減を図
り、将来に向けた安定的な収益基盤づくりのための内部留保に努め、かつ、業績に応じた 
配当を安定的に行い、企業価値の向上に努力し、株主の皆様方の期待に応えてまいりたい
と存じます。 

・メンテナンスフリー（耐久性） 
・本物指向 
・洋風住宅化への適応 
・大手ハウスメーカー等の採用 
・工期短縮と生産性向上によるコストダウン 

粘土瓦3大産地別シェア 
…三州ブランドの続伸 

※資料　愛知県陶器瓦工業組合　 
　　　　石州瓦工業組合、淡路瓦工業組合 

※資料　愛知県陶器瓦工業組合　 
　　　　石州瓦工業組合、淡路瓦工業組合 

・愛知県初の地域ブランド商標に認定 
・良質な粘土が近隣に豊富 
・好立地、企業集中 
・国内輸送集中→帰り便の活用 
・製品開発力、技術力 
・原材料業者、設備メーカーの 
  集中による協力体制 

当社販売シェア 
…更なる拡大へ 

・防災瓦の認知と全国販売網 
・コスト競争力、業界一の生産力 
・品揃え、出荷体制の充実化 
・ハウスメーカー等の採用増加 

０％ ２０％ ４０％ ６０％ ８０％ １００％ 

H  ９年 

H１３年 

H１７年 

４５％ ３９％ １６％ 

５３％ ３０％ １７％ 

５６％ ２４％ ２０％ 

粘土瓦 化粧スレート及び 
厚形スレート 

その他 
（金属屋根材など） 

０％ ２０％ ４０％ ６０％ ８０％ １００％ 

H１３年度 

６６％ ２２％ １２％ 

６９％ ２０％ １１％ 

H１８年度 ７３％ １６％ １１％ 

石州瓦 
（島根） 

淡路瓦 
（兵庫） 

三州瓦 
（愛知） 

H  ８年度 

２３％ 

１７％ 
H１８年度 

０％ ５％ １０％ １５％ ２０％ ２５％ 

１４％ 

１７％ 

９％ 

１２％ 

H  ８年度 

H１３年度 

当社の三州産地内シェア ▲
 

当社の３大産地合計内シェア ▲
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－３－ 

会社の現況に関する事項（平成１８年４月１日から平成１９年３月３１日まで） 

１．事業の経過及びその成果 

　当事業年度におけるわが国の経済は、設備投資が着実な増加を続け、個人消費も基調として
は緩やかに回復し、輸出におきましても海外経済の成長を背景に堅調に推移し、景気の拡大基
調が続いております。 
　当業界におきましては、瓦需要
に直結する新設持家住宅着工戸
数が前年対比横這いで推移する
中、原油・資材関連価格の高騰を
製品価格に転嫁せざるを得ない
状況となり、同業者間では生き残
りをかけた価格競争に拍車がか 
かり、廃業に追い込まれる業者も
出始め、同業者間の競争力に二極
化が鮮明になってまいりました。  
　このような情勢下、住宅市場の洋風化及び防災指向の高まりを反映して、当社の戦略商品で
あるＦ形防災瓦「スーパートライ１１０」とＭ形防災瓦「スーパートライサンレイ」の販売は、
旺盛な需要に支えられ、第３四半期の一部製品の欠品を吸収し、前事業年度の実績を上回りま
したが、ここ数年、需要の低迷が続くＪ形瓦の販売は、平成１８年４月に実施したＪ形瓦値上げ
に伴う前事業年度の前倒し需要の反動と同業者間の価格競争を回避したことが大きく影響し、
前事業年度の実績を下回りました。その結果、売上高では前事業年度の実績を上回ることがで 
きませんでした。 
　利益面におきましては、同業者間の価格競争激化と原油価格等の高騰による減収要因を、価
格改定と現有工場の稼働率の向上と歩留の向上等によって補い、売上総利益率の改善が図ら 
れ、平成１９年１月から富山県に開設した丸福支店の開設費用を吸収し、経常利益は過去最高と
なりました。当期純利益におきましても税効果関係に関する繰延税金資産の取扱いの変更に起
因する法人税等調整額の増額計上はありましたが増益となりました。 
　この結果、売上高は１２,１３３百万円と前事業年度に比べ１５６百万円（１.３％減）の減収となり、 
また、営業利益は１,０９２百万円と前事業年度に比べ１２６百万円（１３.１％増）の増益、経常利益は
１,０２２百万円と前事業年度に比べ１２６百万円（１４.１％増）の増益、当期純利益は３５０百万円と前
事業年度に比べ１１百万円（３.３％増）の増益となり、当事業年度は減収増益となりました。 
　なお、事業活動以外におきましては、平成１８年５月９日に開催した取締役会において決議し 
た内部統制システムに基づき、コンプライアンスやリスク管理に関するシステムの整備を推進 
してまいりました。 
 

H15年度 

新設住宅着工戸数推移 

H16年度 H17年度 

1,173 1,193 1,249

800 825

０ 

5００ 

1,０００ 

1,5００ 
（千戸） 

持家 持家以外 合計 

373 367 352

H18年度 

1,285

929

355

（資料：建設物価調査会  住宅着工統計より） 

896

◇品目別売上高実績◇ 

Ｊ 形 瓦  
Ｆ 形 瓦  
Ｍ 形 瓦  
そ の 他  
合 　 計  

品　目　別 売  上  高（百万円） 構  成  比（％） 前年同期比（％） 
３,０６３ 
７，３５４ 
８３１ 
８８２ 

１２，１３３ 

２５．２ 
６０．６ 
６．９ 
７．３ 

１００.０ 

８１．５ 
１０６．２ 
１１２．５ 
１０２．１ 
９８．７ 

品目別売上高構成比の推移 

第３７期 第３８期 第４０期（当期） 第３９期 
0%

20%

40%

60%

80%

100%

５．１％ ６．８％ ６．０％ 

５３．４％ ５５．３％ ５６．４％ 

３４．４％ ３０．５％ ３０．６％ 

６．９％ 

６０.６％ 

２５.２％ 

Ｊ形瓦 
和風タイプ 
伝統の曲線形状 

Ｆ形瓦 
洋風タイプ 
フラット形状 

Ｍ形瓦 
洋風タイプ 
波形形状 その他 
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－４－ 

２．資金調達の状況 

　平成１９年２月２１日を払込期日とする公募による新株式発行（８００,０００株）によって、６５３百万円
（１株当たり発行価額８１６円９６銭）を資金調達しました。 
　調達資金につきましては、受注増加が堅調であるＦ形瓦（洋風瓦）の生産体制を増強するため 
の阿久比工場第３ライン新設に全額充当する予定であります。 

３．設備投資の状況 

　当事業年度において実施した設備投資の総額は、１,７５６百万円であります。Ｆ形防災瓦「スー
パートライ１１０」の販売増加に対応するための阿久比工場第３ラインの設備新設（１,３８０百万 
円）が主たるものでありました。 
　阿久比工場第３ラインの新設により、品不足によりお取引先にご迷惑をお掛けしましたが、そ
れも解消し、「品揃えの鶴弥」に相応しい供給体制を確立することができました。 

５．対処すべき課題 

４．財産及び損益の状況の推移 

　当社は、対象期間を３年間とする平成１９年４月１日から平成２２年３月３１日までの中期経営計画
を策定いたしております。この中期経営計画では、基本戦略を「粘土瓦の製造販売の更なる拡大
とコア事業周辺分野への挑戦」に定め、この基本戦略に沿った事業運営を行い、企業価値の一層
の向上に全社一丸となって努力いたします。 
　具体的な本年度の戦術としては、以下に示すとおりであります。 
　1　需要構造の変化に対応した製品のバリエーションの拡充 
　2　Ｆ形防災瓦「スーパートライ１１０」及びＭ形防災瓦「スーパートライサンレイ」の拡販 
　3　Ｊ形瓦の需要減少傾向に対処するためＪ形防災瓦「スーパーエース」の拡販 
　4　産業廃棄物となる製品ロスの削減及びロス品の有効利用 
　5　物流部門の充実（出荷体制の更なる強化） 
　6　固定費の削減及び業務の効率化によって、市場競争に耐え得るコスト体質の実現を図るため
　　　の業務システムの再構築及び管理機構のスリム化 
　7　与信管理体制の見直し及び周知徹底 

区　　分 

売 上 高  
経 常 利 益  
当 期 純 利 益  
１株当たり当期純利益 
総 資 産  
純 資 産  
１株当たり純資産額 

千　円 
千　円 
千　円 
円 

千　円 
千　円 
円 

第４０期（当期） 
平成１９年３月期
１２,１３３,０３９ 
１,０２２,９２１ 
３５０,１０５ 
４９.７１ 

２１,１１３,１２６ 
９,０６２,９２４ 
１,１６８.２５ 

第３７期 
平成１６年３月期 
１０,２９４,５２２ 
７２５,１８７ 
２８６,１２１ 
４２.２１ 

１８,１６８,３８２ 
６,９９９,５５３ 
１,１１４.５０ 

第３８期 
平成１７年３月期
１１,２６９,０６１ 
９１７,７５５ 
３９４,７３６ 
５９.６１ 

１８,４３０,７１９ 
７,２６９,６６８ 
１,１５８.１０ 

第３９期 
平成１８年３月期
１２,２８９,５６５ 
８９６,３４４ 
３３９,００７ 
４８.８３ 

１９,３４３,２３４ 
８,２１０,３０５ 
１,１７６.９３ 

純資産については、第４０期から、「貸借対照表の純資産の部の表示に関する会計基準」（企業会計基準第
５号　平成１７年１２月９日）及び「貸借対照表の純資産の部の表示に関する会計基準等の適用指針」（企
業会計基準適用指針第８号　平成１７年１２月９日）を適用しております。 

（注） 
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－５－ 

貸借対照表 
（単位：千円） 

科　　目 
期　　別 前　　　期 

（平成１８年３月３１日現在） 
当　　　期 

（平成１９年３月３１日現在） 
増　　減 

（資　産　の　部） 
流　動　資　産 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
固　定　資　産 
　有形固定資産 
 
 
 
 
 
 
 
 
　無形固定資産 
 
 
 
 
 
　投資その他の資産 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
資　　産　　合　　計 

 
 

１,５０９,７９５ 
１,４１２,４２１ 
１,２９２,５００ 
６９,６２８ 

１,８１０,７６４ 
３７,１０７ 
５０,９２５ 
１,０２０ 

１２５,０７７ 
３１,３５６ 
１３５,９６９ 
１７,６０５ 
△７８,２１９ 
６,４１５,９５２ 

 
 

１,５１５,４３３ 
２８０,３０３ 
１,３５４,７７５ 
５３,８９７ 
１９０,７５２ 
９,１６３,３７６ 
１,４０３,０６２ 
１３,９６１,６０１ 

 
２,５００ 
１６,０２７ 
３,３０１ 
３,８４６ 
２５,６７５ 

 
３８９,０７９ 
１０,０００ 
２７,１８０ 
１２７,８５２ 
３７,４６５ 
１０,９６０ 
５７,９２８ 
１４７,７８６ 
１２３,２６５ 
△２２１,６１９ 
７０９,８９７ 

１４,６９７,１７４ 
２１,１１３,１２６ 

 

 
 

 ８９２,９５０ 
１,８８２,０９６ 
１,３９１,２２１ 
５０,６５３ 

１,００４,３３６ 
３０,８５２ 
４７,９１６ 
１,４３１ 

１０５,２３４ 
３４,９５１ 
１２１,７２０ 
１,８４５ 

△６３,４０４ 
５,５０１,８０６ 

 
 

１,５５８,０３１ 
１９６,１５５ 
１,６１３,０６８ 
４１,７９７ 
１８０,６５５ 
９,１６３,３７６ 
２９,５５８ 

１２,７８２,６４２ 
 

３,１２５ 
２３,２９７ 
３,３０１ 
４,５１６ 
３４,２４０ 

 
４３０,７７６ 
１０,０００ 
２７,６３０ 
１４１,２４４ 
１７５,４５５ 
５７２ 

５７,５５４ 
１４６,５３９ 
３２７,８００ 
△２９３,０２７ 
１,０２４,５４５ 
１３,８４１,４２７ 
１９,３４３,２３４ 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

９１４,１４５ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１,１７８,９５８ 
 
 
 
 
 

△８,５６５ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

△３１４,６４７ 
８５５,７４６ 
１,７６９,８９１ 

 
 
現 金 及 び 預 金  
受 取 手 形  
売 掛 金  
商 品  
製 品  
原 材 料  
仕 掛 品  
未 成 工 事 支 出 金  
貯 蔵 品  
前 払 費 用  
繰 延 税 金 資 産  
そ の 他  
貸 倒 引 当 金  
流 動 資 産 合 計  
 
 
建 物  
構 築 物  
機 械 及 び 装 置  
車 両 運 搬 具  
工 具 器 具 備 品  
土 地  
建 設 仮 勘 定  
有形固定資産合計 
 
特 許 権  
ソ フ ト ウ ェ ア  
電 話 加 入 権  
水 道 施 設 利 用 権  
無形固定資産合計 
 
投 資 有 価 証 券  
関 係 会 社 株 式  
出 資 金  
長 期 貸 付 金  
破 産 更 生 債 権 等  
長 期 前 払 費 用  
保 証 金  
保 険 積 立 金  
繰 延 税 金 資 産  
貸 倒 引 当 金  
投資その他の資産合計 
固 定 資 産 合 計  
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科　　目 
期　　別 

－６－ 

（負　債　の　部） 

流　動　負　債 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

固　定　負　債 

 

 

 

 

 

負 　 債 　 合 　 計  

（資　本　の　部） 

資 本 金  

資 本 剰 余 金  

利 益 剰 余 金  

 
 
 

 

 

 

 

その他有価証券評価差額金 

自 　 己 　 株 　 式  

資 　 本 　 合 　 計  

負 債 ・ 資 本 合 計  

 
 

 １,６８８,９５８ 
５５６,２２９ 
５,３００,０００ 
６９２,０００ 
１１８,４４７ 
３９４,５５９ 
２６３,１２８ 
１５,３２６ 
５,６３８ 
１３,０１５ 
１７５,７４２ 

－ 
２１５,４１５ 
９,４３８,４６１ 

 
９８１,０００ 
７０,７７６ 
６４１,６９２ 
１,０００ 

１,６９４,４６８ 
１１,１３２,９２９ 

 
１,８１７,３５０ 
２,６４０,４０７ 

 
１１０,１６３ 
２,１１６,３４３ 
４１,７３３ 
２４,６０９ 

２,０５０,０００ 
１,３９８,６４１ 
３,６２５,１４７ 
     １３３,１０３ 
△５,７０３ 

８,２１０,３０５ 
１９,３４３,２３４ 

 

 
 

 ２,６００,４８２ 
５６５,４０６ 
５,３００,０００ 
６９２,０００ 
８３,２８７ 
４８６,３９８ 
２３１,４０１ 
２１,９７３ 
８８,３４６ 
３０,８５５ 
２０２,１３６ 
２３,５４０ 
６３０,７４６ 

１０,９５６,５７４ 
 

３９９,０００ 
６９,９０３ 
６１９,７２４ 
５,０００ 

１,０９３,６２７ 
１２,０５０,２０１ 

 
－ 
－ 
 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 

 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１,５１８,１１３ 
 
 
 
 
 

△６００,８４１ 
９１７,２７２ 

 
△１,８１７,３５０ 
△２,６４０,４０７ 

 
 
 
 
 
 
 

△３,６２５,１４７ 
△１３３,１０３ 
５,７０３ 

△８,２１０,３０５ 
△１９,３４３,２３４ 

 

 

 
支 払 手 形  
買 掛 金  
短 期 借 入 金  
１年以内返済予定の長期借入金 
未 払 金  
未 払 費 用  
未 払 法 人 税 等  
未 払 消 費 税 等  
前 受 金  
預 り 金  
賞 与 引 当 金  
役 員 賞 与 引 当 金  
設 備 関 係支払手形  
流 動 負 債 合 計  
 

長 期 借 入 金  
退 職 給 付 引 当 金  
役員退職慰労引当金 
そ の 他  
固 定 負 債 合 計  
 

 
 
 
 
利 益 準 備 金  
任 意 積 立 金  
特 別 償 却 準 備 金  
固定資産圧縮積立金 
別 途 積 立 金  
当 期 未 処 分 利 益  
利益剰余金合計 

（単位：千円） 

前　　　期 
（平成１８年３月３１日現在） 

当　　　期 
（平成１９年３月３１日現在） 

増　　減 
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－７－ 

損益計算書 

貸借対照表 
（単位：千円） 

（単位：千円） 

（純　資　産　の　部） 
株　主　資　本 
資 　 本 　 金  
資　本　剰　余　金 
 
 
 
利　益　剰　余　金 
 
 
 
 
 
 
 
自　己　株　式 
 
評価・換算差額等 
 
純　資　産　合　計 
負 債・純 資 産 合 計  

 
 

２,１４４,１３４ 
 

２,９６７,１３４ 
５７ 

２,９６７,１９１ 
  

１１０,１６３ 
 

２４,２０５ 
２２,４４４ 

２,０５０,０００ 
１,６４２,５１４ 
３,８４９,３２７ 
△５,７０３ 

８,９５４,９４９ 
 

１０７,９７５ 
９,０６２,９２４ 
２１,１１３,１２６ 

 
 
－ 
 
－ 
－ 
－ 
 
－ 
 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
 
－ 
－ 
－ 

 
 

 ２,１４４,１３４ 
 
 
 

 ２,９６７,１９１ 
 
 
 
 
 
 
 

３,８４９,３２７ 
 

８,９５４,９４９ 
 
 

９,０６２,９２４ 
２１,１１３,１２６ 

資 本 準 備 金  
そ の他資本剰余金  
資本剰余金合計 

 
利 益 準 備 金  
そ の他利益剰余金  
　特 別 償却準備金  
　固定資産圧縮積立金 
　別 途 積 立 金  
　繰 越 利 益 剰 余 金  
利益剰余金合計 

 
株主資本合計  

 
その他有価証券評価差額金 

売 　 　 上 　 　 高  
売 　 上 　 原 　 価  
 
販売費及び一般管理費 
 
営　業　外　収　益 
営　業　外　費　用 
 
特 　 別 　 利 　 益  
特 　 別 　 損 　 失  

１２,１３３,０３９ 
９,０５１,９０２ 
３,０８１,１３７ 
１,９８８,４８７ 
１,０９２,６４９ 
４２,１８１ 
１１１,９０９ 
１,０２２,９２１ 
３,０８１ 
２６,６８５ 
９９９,３１７ 
４４１,９０７ 
２０７,３０４ 
３５０,１０５ 

－ 
－ 
－ 

１２,２８９,５６５ 
９,３８４,３３８ 
２,９０５,２２７ 
１,９３８,９４１ 
９６６,２８５ 
３７,７６６ 
１０７,７０７ 
８９６,３４４ 
８,１５８ 

２５８,９６１ 
６４５,５４２ 
４４６,２３７ 
△１３９,７０２ 
３３９,００７ 
１,１０６,５６８ 
４６,９３４ 

１,３９８,６４１ 

△１５６,５２６ 
 

１７５,９１０ 
 

１２６,３６３ 
４,４１５ 
４,２０１ 

１２６,５７６ 
△５,０７７ 

△２３２,２７５ 
３５３,７７５ 

 
 

１１,０９７ 

売 上 総 利 益  
 
営 業 利 益  
 
 
経 常 利 益  
 
 
税引前当期純利益  
法人税、住民税及び事業税 
法 人 税 等 調 整 額  
当 期 純 利 益  
前 期 繰 越 利 益  
中 間 配 当 額  
当 期 未 処 分 利 益  

（　　　　　） 

科　　目 
期　　別 当 　 　 期  

（平成１９年３月３１日現在） 
増　　減 前 　 　 期  

（平成１８年３月３１日現在） 

科　　目 
期　　別 増　　減 

前 　 　 期  
 自平成１７年４月１日 
至平成１８年３月３１日 （　　　　　） 

当 　 　 期  
 自平成１８年４月１日 
至平成１９年３月３１日 
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－８－ 

株主資本等変動計算書（平成１８年４月１日から平成１９年３月３１日まで） 
株 主 資 本 

利 益 剰 余 金 

その他利益剰余金 

資 本 剰 余 金 

資本金 資 本  
準備金 

資本剰余
金 合 計  

利 益  
準備金 特別償却 

準 備 金  

固定資産 
圧 縮  
積立金 

別 途  
積立金 

繰越利益 
剰 余 金  

利 益  
剰余金 
合 計  

自 己  
株 式  

株 主  
資 本  
合 計  

その他  
資　本 
剰余金 

前期末残高 
当期変動額 
　新株の発行 
　前期決算の利益処 
　分項目 
　　特別償却準備金 
　　の取崩 
　　固定資産圧縮積 
　　立金の取崩 
　　剰余金の配当 
　　役員賞与 
　剰余金の配当 
　特別償却準備金の 
　取崩 
　固定資産圧縮積立 
　金の取崩 
　当期純利益 
　株主資本以外の項 
　目の当期変動額 
　（純額） 
　当期変動額合計 
　当期末残高 

1,817,350 
 

326,784 
 

　 
　 
　 

　　 
　 
　 
 

　 
　 
　 
　 
　 
　 
　 

　 
　326,784 
　2,144,134

133,103 
 
 
 

　 
　 
　 
　 
　 
　 
　 
 

　 
　 
　 
　 
　 

△25,128 　 
　 

　△25,128 
　107,975

133,103 
 
 
 

　 
　 
　 
　 
　 
　 
　 
 

　 
　 
　 
　 
　 

△25,128
 

　 
　 

　△25,128 
　107,975

8,210,305 
 

653,568 
 

　 

－ 　 

－ 　 
　△52,182 
　△21,560 
△52,182 

－ 　 

－ 　 
　350,105 

△25,128 　 
　 

　852,619 

　9,062,924

2,640,350 
 

　326,784 
 

　 
　 
　 
　 

　　 
　 
　 
 

　 
　 
　 
　 
　 
　 
　 
　 

　326,784 
　2,967,134

57 
 

　 
 

　 
　 
　 
　 

　　 
　 
　 
 

　 
　 
　 
　 
　 
　 
　 
　 
　－ 
　57

2,640,407 
 

　326,784 
 

　 
　 
　 
　 

　　 
　 
　 
 

　 
　 
　 
　 
　 
　 
　 
　 

　326,784 
　2,967,191

110,163 
 

　 
 

　 
　 
　 
　 

　　 
　 
　 
 

　 
　 
　 
　 
　 
　 
　 
　 
　－ 

　110,163

41,733 
 

　 
 

　 
　△8,764 

　 
　 

　　 
　 
　 
 

　△8,764 
　 
　 
　 　 　 
　 
　 

　△17,528 
　24,205

24,609 
 

　 
 

　 
　 
　 

　△1,107 
　　 
　 
　 
 

　 
　 

　△1,057 
　 
　 
　 
　 
　 

　△2,165 
　22,444

2,050,000 
 

　 
 

　 
　 
　 
　 

　　 
　 
　 
 

　 
　 
　 
　 
　 
　 
　 
　 
　－ 

　2,050,000

1,398,641 
 
 
 

　 
　8,764 

　 
　1,107 　　 

　△52,182 
　△21,560 
△52,182 
　8,764 

　 
　1,057 　 

　350,105 
　 
　 
　 

　243,873 
　1,642,514

3,625,147 
 

　 
 

　 

－ 
　 
－ 　　 

　△52,182 
　△21,560 
△52,182 
　－ 　 
　－ 　 

　350,105 
　 
　 
　 

　224,179 
　3,849,327

△5,703 
 

　 
 

　 
　 
　 
　 

　　 
　 
　 
 

　 
　 
　 
　 
　 
　 
　 
　 
　－ 

　△5,703

8,077,201 
 

　653,568 
 

　 
　－ 　 
　－ 　　 

　△52,182 
　△21,560 
△52,182 
　－ 　 
　－ 
　 

　350,105 
　 
　 
　 

　877,747 
　8,954,949

評価・換算差額等 

その他有価証 
券評価差額金 

評 価・換 算  
差 額 等 合 計  

総 資 産  
合 計  

前期末残高 
当期変動額 
　新株の発行 
　前期決算の利益処 
　分項目 
　　特別償却準備金 
　　の取崩 
　　固定資産圧縮積 
　　立金の取崩 
　　剰余金の配当 
　　役員賞与 
　剰余金の配当 
　特別償却準備金の 
　取崩 
　固定資産圧縮積立 
　金の取崩 
　当期純利益 
　株主資本以外の項 
　目の当期変動額 
　（純額） 
　当期変動額合計 
　当期末残高 

（注）　記載金額は、千円未満の端数を切り捨てて表示しております。　　　　 

（単位：千円） 

0275501224.indd   9 10/11/24   7:47
プロセスシアンプロセスマゼンタプロセスイエロープロセスブラックDIC2559/C80Y80DIC2605/C90M80



10,000

12,500

7,500

5,000

2,500

0

15,000（百万円） 

6.0

4.5

3.0

1.5

0.0

7.5（％） 

40.00

30.00

20.00

10.00

0.00

（円銭） 

14,000

17,500

10,500

7,000

3,500

0

21,000（百万円） 

800

1,000

600

400

200

0

1,200（百万円） 

60.00

75.00

45.00

30.00

15.00

0

90.00（円銭） 

40.00

30.00

20.00

10.00

0.00

（％） 

－９－ 

財務データ 

売 上 高 

第38期 第39期 第40期 
（当期） 

１株当たり配当金［中間含む］（円銭） 
配当性向（％） 

自己資本当期純利益率（ROE） １株当たり配当金/配当性向 

１株当たり当期純利益 

総資産 純資産 

第40期 
（当期） 

第38期 第39期 第38期 第39期 

総資産/純資産 経常利益/当期純利益 

第40期 
（当期） 

第38期 第39期 第40期 
（当期） 

第38期 第39期 第40期 
（当期） 

第38期 第39期 第40期 
（当期） 

30.72 30.184.38
4.055.53

15.0015.00 15.00

経常利益 当期純利益 

25.16

12,13312,289
11,269

59.61
49.7148.83

350

1,022

339

896

394

917

18,430

7,269

21,113

9,062

19,343

8,210

１株当たり当期純利益・自己資本当期純利益率・１株当たり配当性向につきましては、 
第３９期、第４０期ともに公募増資後の株式数等に基づき算出しております。 
 

注） 
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－１０－ 

株式の状況（平成１９年３月３１日現在） 

発行可能株式総数・・・・・・・・・・・・ ２５,０００,０００ 株 
発行済株式の総数・・・・・・・・・・・・・ ７,７６７,８００ 株 
当事業年度末の株主数・・・・・・・・・・・・・３，０６０  名 
自己株式の保有数・・・・・・・・・・・・・・・・・ １０，０９９ 株 

株　主　名 
当社への出資状況 

持株数（株） 出資比率（％） 
１,５５１,２００ 
５６０,５００ 
３１０,４００ 
３１０,０００ 
３０９,２００ 
３０８,０００ 
１４０,０００ 
１３２,０００ 
１３２,０００ 
１３２,０００ 

１９.９９ 
７.２２ 
４.００ 
３.９９ 
３.９８ 
３.９７ 
１.８０ 
１.７０ 
１.７０ 
１.７０ 

北海道 
23名 

東北地方 
40名 

中部地方 
1,341名 

関東地方 
736名 

近畿地方 
697名 

四国地方 
52名 

中国地方 
72名 

九州地方 
91名 

外国 
8名 

○大株主（上位１０名） 

○株式数及び株主数 ○地域別株主分布図 

○所有者別分布状況 

○株価・株式売買高の推移 

○所有株数別分布状況 

鶴 見 　 哲  
有 限 会 社 ト ラ イ  
株式会社三菱東京ＵＦＪ銀行 
株式会社みずほ銀行 
 
商工組合中央金庫 
鶴 見 　 栄  
鶴 見 日 出 雄  
岡 崎 信 用 金 庫  
細 井 芳 美  

株式売買高 

（円） 

（千株） 

１，５００ 

１，０００ 

５００ 

０ 

６００ 

４００ 

２００ 

０ 
２００4年 
4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3（月） 

２００5年 ２００6年 ２００7年 

当社株価 
←高値 
←安値 

日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口） 

証券会社0.80％ 外国人3.24％ 

個人・その他 
63.15％ 

金融機関 
22.65％ 

その他国内法人 
10.16％ 

（注）出資比率は、自己株式を除く発行済株式総数に対する持株数の割合であります。 

500,000株以上  
27.19%

50,000株以上  
4.54%

10,000株以上  
10.71%

5,000株以上  
3.18%

500株以上  
5.60%

1,000株以上  
17.79%

1株以上  
3.55%

100,000株以上  
27.44%

0275501224.indd   11 10/11/24   7:47
プロセスシアンプロセスマゼンタプロセスイエロープロセスブラックDIC2559/C80Y80DIC2605/C90M80



－１１－ 

会社の概要（平成１９年３月３１日現在） 

事業所 

役員（平成１９年６月２７日現在） 

商　　　　　号　　　株式会社　鶴弥 
　　　　　　　　　　ＴＳＵＲＵＹＡ　ＣＯ．， ＬＴＤ． 
本　　　　　社　　　愛知県半田市州の崎町２番地１２ 
　　　　　　　　　　TEL　（０５６９）２９－７３１１（代表） 
設　　　　　立　　　昭和４３年２月 
事　業　内　容　　　陶器瓦の製造及び販売 
　　　　　　　　　　屋根工事の請負及び施工 
　　　　　　　　　　屋根資材の販売 
　　　　　　　　　　上記に付帯関連する一切の事業 
資　　本　　金　　　２，１４４，１３４，０００円 
発行済株式総数　　　７，７６７，８００株 
従　業　員　数　　　４９７名 

本社及び本社工場 
　〒４７５‐８５２８　愛 知 県 半 田 市 州 の 崎 町２番 地１２ 

衣　浦　工　場 
　〒４７５‐００３２　愛 知 県 半 田 市 潮 干 町 １ 番 地 １  

西　尾　工　場 
　〒４４４‐０３２５　愛知県西尾市楠村町南浜屋敷１６番地１ 

阿 久 比 工 場 
　〒４７０‐２２１５　愛知県知多郡阿久比町大字矢高字西の台１番地１ 

丸　福　支　店 
　〒９３９‐１５５４　富 山 県 南 砺 市 安 居 ２９８ 番 地  

仙 台 営 業 所 
　〒９８３‐０００２　宮城県仙台市宮城野区蒲生２丁目２９番地３ 

（注）監査役住友暉男氏及び鶴見恒夫氏は、会社法第２条第１６号に定める社外監査役であります。 

▲本社事務棟 

▲阿久比工場全景 

代表取締役社長 

代表取締役専務 

常 務 取 締 役 

常 務 取 締 役 

取　　締　　役 

取　　締　　役 

取　　締　　役 

鶴 　 見 　 　 栄  

鶴 　 見 　 　 哲  

稲 垣  富 定 

藤 井  雅 昭 

白 井  義 春 

榊 原  勝 夫 

山 内  浩 一 

取　　締　　役 

取　　締　　役 

常 勤 監 査 役 

監　　査　　役 

監　　査　　役 

監　　査　　役 

 

神 谷  秀 夫 

榎  本    守 

近 藤  和 敏 

住 友  暉 男 

北 折  義 孝 

鶴 見  恒 夫 
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－１２－ 

株主メモ 

（お知らせ） 
住所変更、単元未満株式買取請求、名義書換請求及び配当金振込指定に必要な各用紙のご請求は、 
下記株主名簿管理人中央三井信託銀行株式会社のフリーダイヤルまたはホームページをご利用下さい。 
●フリーダイヤル （０１２０）８７－２０３１（２４時間受付：自動音声案内） 
●ホームページ http://www.chuomitsui.co.jp/person/p_06.html

事 　 業 　 年 　 度  

定 時 株 主 総 会  

基 準 日  

 

 

公 告 方 法  

 

 

公告のホームページアドレス 

株 主 名 簿 管 理 人  

 

同 事 務 取 扱 場 所  

 

 

同 取 次 所  

 

単 元 株 式 数  

毎年４月１日から翌年３月３１日まで 
毎年６月 
定時株主総会の議決権　３月３１日 
期末配当金　　　　　　３月３１日 
中間配当金　　　　　　９月３０日 
電子公告によります。ただし、電子公告によることができない事故 
その他やむを得ない事由が生じたときは、日本経済新聞に掲載い 
たします。 
http://www.try110.com 
東京都港区芝三丁目３３番１号 
中央三井信託銀行株式会社 
名古屋市中区栄三丁目１５番３３号 
中央三井信託銀行株式会社　名古屋支店 
TEL（０１２０）７８－２０３１（フリーダイヤル） 
中央三井信託銀行株式会社　本店及び全国各支店 
日本証券代行株式会社　　　本店及び全国各支店 
１００株 
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－１３－ 

製品・商品紹介

J形防災瓦 

スーパーロック工法 
により優れた耐風・ 
耐震効果を発揮しま 
す。 

カラー：銀鱗（ギンリン） 

F形防災瓦 

適度なボリューム感 
が特徴 

シンプルな美しさが 
特徴 

瓦の山と谷が縦に
つながるフォルムが
特徴 

廻隅瓦のシンプル
な外観に、スーパ
ーロック工法を 
プラスしました。 

日本伝統の形に 
「強さ」を付け加えた
安心の和風瓦です。 

写真     タイプ3

カラー：美銀（ビギン） 

ポイントリターンに 
より、暴風雨に対して 
威力を発揮します。 
〈タイプ3のみ〉 

▲
 

▲
 

〈タイプ1、2、3〉 
アンダーロック部 アンダーロック部 

ハイパーアーム ハイパーアーム 

▲写真 タイプ1

エフエム 

屋根面に合わせた形状で廃材を通常工法
の約90％（平均）削減可能。 
現場での瓦切断作業が減るので、工事 
現場での騒音・粉塵の軽減も図れます。 

 

耐風・耐震・防水に 
関する多くの安心機 
能を盛り込みました。 

カラー：銀鱗（ギンリン） 

Super ceSuper ceス ー パ ー エ ー ス
J形防災瓦 

谷部に設けたエース 
バリアにより、雨水の 
流れをスムーズに 
します。 

かみ合わせ構造に 
より、優れた耐風・ 
耐震効果を発揮し 
ます。 

▲
 

▲
 

組み合わせ構造により、優れた 
耐風効果を発揮します。 

２重の水返し構造に 
より、優れた防水 
効果を発揮します。 

廻隅瓦 
（0～7kg） 

通常工法 
（32kg） 

約90％ 
削減 
（平均） 

アンダーロック部 
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Super ce

－１４－ 

隅棟40mの施工時間（1人工） 

乾式棟システム 
カルむね工法 

南蛮しっくい 
湿式工法 

簡単な施工で、湿式工法と比較して５０％の施工
時間短縮を実現（当社調査）。 
雨が降り出しそうな時も施工が可能で、凍害対策
も不要、寒冷地にも最適です。 
 

時間 

5.0

4.0

3.0

2.0

1.0

0.0

50%短縮 

軽くて高耐久な乾式棟 
システム「カルむね」は、 
湿式工法と比べ、屋根 
の重さを20%（約1t）減 
量することができます。 

※防水性能試験において、時間降雨量240mm／hr、風速49m／s相当の圧力という厳しい条件で 
　「漏水無し」という結果が得られました。（於愛知県三河窯業試験場） 

カルむ
ね 乾式棟

システ
ム 

5.0h

2.5h

その他 

カラー：ティエラレッド、   
　　　ティエライエロー、 
　　　ティエラホワイト 
 

ハイパーアーム 

アンダーロック部 アンダーロック部 

M形防災瓦 
スーパーロック工法 
により優れた耐風・ 
耐震効果を発揮しま 
す。 

個性的で華やかな
印象のサンレイ。 
暖かな風合いが洋風
住宅を明るく楽しく
演出します。 

▲
 

▲
 

サンレイ＋車1台 
 

従来の平板瓦 
（三州の平均） 

従来の平板瓦に比べ 
約20％軽くなりました。 

（約1トン） 

棟換気システム エアフロー 

風雨に対して垂直に設けた 
４つの防水壁が雨水を完全に 
シャットアウト 

エアフロー エアフロー 
小屋裏の換気機能は
もちろん、厳しい条件
の暴風雨に対しても
漏水しません。取り付
けも簡単で、屋根の
形状に合わせて、フレ
キシブルに施工でき
ます。 

湿気・熱気 

▲軒から吸気した空気を屋根 
頂部で排気するゼロエネルギー 
自然換気システムです。 

オリジナル 
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トピックス

－１５－ 

１．支店を開設いたしました

　平成１９年１月１日に北陸地区の営業拠点として、
富山県南砺市へ新たに支店を開設いたしました。
この開設により北陸地区における当社流通業務
の合理化、および販売網の整備が推進され、業容
の更なる拡大と伸長を図ることができました。 

２．業務提携いたしました

　平成１８年１２月２０日に株式会社アメックス協販
との間で業務提携の調印をいたしました。粘土瓦
業界におきましては、「三州瓦」「石州瓦」「淡路瓦」
と呼ばれる三大産地の生産量が９割程度を占め、
それぞれ独自の産地を形成しておりましたが、「三
州瓦」に属する当社と「石州瓦」に属する株式会 
社アメックス協販との相互協力は、粘土瓦業界の
発展と活性化を促すものと期待されます。 

丸福支店

▲（株）アメックス協販渡辺社長（左） 
　 当社代表取締役専務鶴見哲（右） 

３．阿久比工場第３ライン稼働

　かねてより建設を進めておりました阿久比工場
第３ラインが平成１９年４月に稼働いたしました。 
業界最高水準の月産１５０万枚の生産能力を有して
おり、更なる品揃えの充実化を図ります。また、 
新設ラインにおいては、燃料使用効率を向上させる設
備対策を盛り込んでおり、将来的には、他の製造 
拠点にも展開し、近年の原油価格を中心としたコ
ストアップ要因に対処できる体制の整備に努めて
いく方針であります。 

▲ 完成した阿久比工場第３ライン 
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　生産体制の増強を目的として、公募増資（８０万株）を実施いたしました。 
　調達資金は、F形防災瓦「スーパートライ１１０」の増産に対応するため、阿久比工場第３ラインの建設
資金に充当いたしました。 

　ご好評をいただいておりますＦ形防災瓦「スー
パートライ１１０」シリーズに、最上位タイプとし 
て「スーパートライ１１０ＦＭ」瓦を平成１９年２月
に発売いたしました。同シリーズの性能（耐風・
耐震・耐久・防水・施工）を受け継ぎ、更にシン 
プルモダンと高級感を併せ持つ外観や、建築現場
での廃材削減（従来工法と比較し平均で９０％削 
減）等の新たな特徴も付加した製品となっており
ます。 

－１６－ 

４．一般公募増資の実施

５．新製品「スーパートライ１１０FM」瓦発売

廻隅瓦で発生 
する廃材 

▲
 

廻
隅
瓦 

廻
隅
瓦 

通
常
瓦 廻隅瓦 

廃材は調整瓦の切断分のみ 

屋根形状に合わない部分全て廃材 

通常工法 

６．新色「美銀」発売

　平成１９年５月にJ形防災瓦「エース」の新 
色として、銀白色「美銀」を発売いたしました。
新色「美銀」は、日本建築に古くから使用されて
いた「いぶし銀」をより味わい豊かな色調として
釉薬で表現いたしました。当社の従来の銀色と比
較してより白く、高級感を感じさせる色調となっ
ております。 

▲ 美銀屋根葺き写真 

７．「スーパートライ１１０」コマーシャル放映

　「台風や地震に強い防災瓦」をよりいっそう広
く伝えるため、スーパートライ１１０のテレビコ 
マーシャルを毎年放映しておりますが、本年も平
成１９年４月１４日～平成１９年９月３０日にかけて 
「防災瓦は鶴弥」編を放映いたしております。 
　是非、ご覧下さい。 
 

▲「防災瓦は鶴弥」編オンエアCM
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　当社は、今年もIR活動の一環として、（株）名古屋
証券取引所が主催する「名証ＩRエキスポ２００７」に、
１１回目の出展をいたします。当日は、経営者や担
当者が常駐し、当社の事業内容や営業活動の状況
を直接ご説明させていただきます。株主の皆様に 
は、ご多忙中とは存じますが、当社の出展ブース 
へのご来場を心からお待ちいたしております。 
＜開催概要＞ 
　開催日時：平成１９年７月１３、１４日(金、土) １０時
００分～１７時００分まで開催 
　開催場所：名古屋市中小企業振興会館（吹上ホ
ール） 
　ご入場申込方法：ご入場には事前登録が必要と
なりますので、お手数をお掛けいたしますが、ご来
場の際には下記連絡先へのお問い合わせ、もしく
はホームページをご確認下さいますようお願い申
しあげます。 
　ご連絡先：名証ＩRエキスポ事務局(名古屋証券
取引所内) 
　〒４６０-０００８　名古屋市中区栄三丁目３番１７号 
　TEL：０５２－２６２－３２０７ 
　URL：http://www.nse.or.jp/ir_expo/investor/

　平成１８年１２月１３日に社団法人日本証券アナリ
スト協会会議室（東京証券取引所内）で開催されま
した会社説明会「名証上場企業 WEEK in TOKYO」に
参加いたしました。今回も前年同様、多くの 
アナリスト等の方々にご参加いただき、当社の事
業内容、業績、経営戦略について説明させていた
だきました。 

－１７－ 

８．名証IRエキスポ２００７に出展

９．アナリスト協会会社説明会「名証ＩRエキスポ in TOKYO」に参加

▲ ＩRエキスポ会場全景 

▲ 一般投資家への説明風景 

▲ 名証ＩRエキスポ　in　TOKYO　説明風景 
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アンケート回答用紙

アンケートご協力のお願い

　当社では皆様とのコミュニケーションをより充実させてまいりたいと考えております。つきましては、
以下のアンケートにご回答頂きますよう、ご協力のほどよろしくお願い申し上げます。 

1 当社に対するイメージをお教えください。 

①　知名度がある ②　経営戦略が興味深い ③　業績が安定している ④　財務内容が安定している 

⑤　将来性がある ⑥　研究開発力がある ⑦　強い製品がある ⑧　競争力がある 

⑨　その他 

①　会社説明会 ②　ＩRイベントの参加 ③　株主総会後の株主懇親会 ④　工場見学 

⑤　報告書（旧事業報告書） ⑥　その他 

2 当報告書で興味を持った内容はありましたか。 

3 企業に求める最も重要なＩR活動についてお教えください。 

①　新聞・雑誌 ②　証券会社 ③　インターネット ④　テレビ 

⑤　企業説明会 ⑥　その他 

4 企業情報・株式情報をどのような手段で得ているかお教えください。 

5 報告書に対するご意見、ご要望がありましたらお聞かせください。 

①　経営に関するＱ&Ａ ②　屋根材業界・粘土瓦業界・当社販売シェアの動向　　　③　会社の現況に関する事項 

④　財務諸表　　　 ⑤　財務データ ⑥　株式の状況　　⑦　会社の概要　　⑧　製品紹介 

⑨　トピックス ⑩　その他 

ご協力ありがとうございました。 

⑨その他の場合 

1

3

⑩その他の場合 

2

⑥その他の場合 

5

4

⑥その他の場合 
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ISO 9001:2000, ISO 14001:2004
JSAQ325,

粘 土 瓦 の 設 計 及 び 製 造  

※ ISO   9001は丸福（支）を除く 
※ ISO 14001は丸福（支）、仙台（営）を除く 

JSAE168

本社／〒475-8528　愛知県半田市州の崎町2番地12
TEL（0569）29-7311  FAX（0569）28-5566
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